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1 .  序論 

洪水・渇水に対する防災対策の立案や親水性を考慮した多自然型工法の推進には，リアルタイムで詳細な

河川流況の観測が望ましい．河川流量の観測は，通常，流況および流速を浮子（フロ－ト）若しくは流速計

を用いて測る．ただし，河川水系全体での同時的な流況観測に対し，このような手法は多くの時間と人手が

必要になりあまり現実的ではない．しかも，デジタルデ－タがリアルタイムに取り込まれていないデ－タ処

理上の欠点もある．また，上流から下流にわたる長い区間で，早瀬・淵・蛇行流路および魚道などの多様な

点における局所流速の計測にも適していない．早瀬や淵での局所的な流速は，河川護岸や水制等の設計およ

び河川生態系の維持上もできるだけ正確に調査する必要がある．そこで，平常時・洪水時そして渇水時等を

対象に上流から河口域にわたる広領域の河川流速を簡便かつ

リアルタイムで計測するために，GPS（Global Positioning 

System）を使用した河川流況観測システムの構築に取り組ん

だ．GPS を用いた河川流況観測システムとしては，DGPS を

組み込んだフロ－トを上流から流し，精度良く水平座標およ

び鉛直座標デ－タを取得する方法と，Handy な GPS を使用

し水平座標だけを追跡する手法が考えられる．本研究では

DGPS による河川流観測も実施しているが，以下には比較的

安価に構築できるHandyなGPSを用いた河川流観測システ

ムの構成と，現地実験で得られた河川流観測デ－タを示し，

本観測法の有効性を示すことにした． 

2 . 観測用システムの概要 

写真-2 に示すフロ－トケ－スに小型 GPS（Sony Handy GPS レ

シ－バ－PCQ-GPS3S）を組み込んだ．この小型 GPS の外形寸法は，

約幅 44mm×高さ 70ｍｍ×奥行き 14mmで電池抜き重量が約 40g

であり，仕様書によれば，毎秒毎にサンプリングした場合，約 3.5

時間分の記録が可能となる．フロ－トは，小型 GPS を組み込んだ

場合に，水面からできるだけ突出したフロ－トの面積が小さくなる

ように，錘を取り付けることで浮力調整を行った．また，フロ－ト

形状も丸型および角型の物も使用した．なお，本小型 GPS は購入

時の仕様のまま，携帯電話の iモ－ド画面で位置確認可能である． 

3 . 河川流況観測実験 

観測用フロ－トを流した場合に，大きな河川では本流の流軸に乗り小型 GPS による位置計測は比較的ス

ム－ズに実施できるが，小河川などでは淵や瀬あるいは植生に接触しフロ－トが必ずしも下流まで到達しな

い可能性が危惧される．そこで，一級河川の川内川水系で量水標が設置されている斧渕地区と，小河川の田

海川にてこれらの条件を考慮した現地実験を行った． 
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写真-1 洪水流の例 

写真‐2 観測用フロ－ト 
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1 秒間隔で水平座標を計測する小型 GPS を取り付けたフロ－ト 2 個を数分時間を空け河川流に浮かべ，そ

の移動をボ－トで追跡した．淵と瀬がある川内川斧渕の観測個所で得られた位置座標記録を図‐1 に示す．

また，同区間で得られた流速記録を図‐2 に示す．図‐1 中に示す観測区間には早瀬，平瀬，そして淵があ

り，それぞれの区間での平均流速を図示してある．川道内の点線がほぼ流軸に対応していると考えられるが，

淵に入る個所では流軸から右岸側にフロ－トがずれたようであった．なお，ここで使用した地図デ－タでは，

必ずしも川道が正確に地図デ－タとして取り込まれていないために，一部フロ－トが高水敷に入り込んだよ

うに見える個所もあるが，この点に関しては,実測の河川測量デ－タ等を取り込めば改善できるはずである．

図‐2 に示す流速デ－タを見れば，早瀬や淵に対応し，早瀬では約 1.7m／s，そして淵では約 0.55ｍ/ｓの速

度になっていることが分かる．加えて，図‐3 には小河川である田海川での測流結果を示す．投入時間のず

れを差し引けば 2 個のフロ－トはほぼ同じ流速分布を示しており，小型 GPS 毎の固有誤差は、現状では河

川流観測の許容範囲にあるものと考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真-3 観測用フロ－トの流下状況     図-1 フロ－トの移動経路（川内川斧渕；右から左） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 川内川斧渕でのフロ－ト流下時速度    図-3 田海川でのフロ－ト流下時速度 

 

4 . 結論 

 本研究で述べた河川流観測システムは持ち運びに優れしかも一次デ－タ処理までの取り扱いが非常に簡便

である特徴を有している．なお，本観測システムに汎用性を持たせるためには，今後，洪水流時に長い区間

に渡る観測を行ったり，平常時でも植生の繁茂する小河川などでの使用性の検討などを行わねばならないが，

現時点では以下のような結論が得られた． 

（1） 水平座標デ－タは，既存の地図デ－タの河川内の川道とほぼ対応し，しかも流下時に小型 GPS の受

波面がある程度動揺しても，デ－タが欠損せずに取得できる利点がある． 

（2） 小河川で得られた流速デ－タは，現存する瀬や淵と良く対応している． 
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